
政
令
第
二
百
六
十
一
号

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
特
別
措
置
法
及
び
内
閣
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
政
令
の
整
備

等
に
関
す
る
政
令

内
閣
は
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
特
別
措
置
法
及
び
内
閣
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
五
年
法
律
第
十
四

号
）
の
施
行
に
伴
い
、
並
び
に
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
特
別
措
置
法
（
平
成
二
十
四
年
法
律
第
三
十
一
号
）
第
二
条
第

二
号
の
二
、
第
二
十
六
条
の
二
第
四
項
、
第
二
十
六
条
の
五
、
第
二
十
六
条
の
六
第
一
項
、
第
三
十
一
条
の
六
第
三
項
及
び
第

四
十
五
条
第
三
項
、
同
法
第
二
十
六
条
の
八
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
災
害
対
策
基
本
法
（
昭
和
三
十
六
年
法
律
第
二

百
二
十
三
号
）
第
三
十
二
条
、
内
閣
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
五
号
）
第
二
十
四
条
、
地
方
公
務
員
等
共
済
組
合
法
（
昭
和

三
十
七
年
法
律
第
百
五
十
二
号
）
第
二
条
第
一
項
第
五
号
、
行
政
機
関
の
職
員
の
定
員
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
四
年
法
律

第
三
十
三
号
）
第
二
条
、
行
政
機
関
の
保
有
す
る
情
報
の
公
開
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
一
年
法
律
第
四
十
二
号
）
第
十
七

条
、
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
五
年
法
律
第
五
十
七
号
）
第
百
二
十
六
条
、
国
家
公
務
員
法
（
昭
和
二
十
二

年
法
律
第
百
二
十
号
）
第
百
六
条
の
三
第
二
項
第
二
号
及
び
第
百
六
条
の
四
第
三
項
並
び
に
内
閣
法
制
局
設
置
法
（
昭
和
二
十

七
年
法
律
第
二
百
五
十
二
号
）
第
四
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
こ
の
政
令
を
制
定
す
る
。



（
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
特
別
措
置
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
一
条

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
特
別
措
置
法
施
行
令
（
平
成
二
十
五
年
政
令
第
百
二
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う

に
改
正
す
る
。

第
一
条
中
「
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
特
別
措
置
法
（
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
」
を
「
法
」
に
改
め
、
同
条
を
第

一
条
の
二
と
し
、
同
条
の
前
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
特
定
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
）

第
一
条

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
特
別
措
置
法
（
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
二
条
第
二
号
の
二
の
政
令
で
定
め
る

措
置
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一

法
の
規
定
に
よ
り
実
施
す
る
措
置

二

次
に
掲
げ
る
感
染
症
の
予
防
及
び
感
染
症
の
患
者
に
対
す
る
医
療
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
年
法
律
第
百
十
四
号
。

以
下
「
感
染
症
法
」
と
い
う
。
）
の
規
定
（
イ
か
ら
ハ
ま
で
に
掲
げ
る
規
定
に
あ
っ
て
は
感
染
症
法
第
四
十
四
条
の
九

第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
政
令
に
よ
っ
て
準
用
さ
れ
る
場
合
及
び
感
染
症
法
第
五
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
政

令
に
よ
っ
て
適
用
さ
れ
る
場
合
を
含
み
、
ニ
に
掲
げ
る
規
定
に
あ
っ
て
は
感
染
症
法
第
四
十
四
条
の
九
第
一
項
の
規
定



に
基
づ
く
政
令
に
よ
っ
て
準
用
さ
れ
る
場
合
を
含
む
。
）
に
よ
り
実
施
す
る
措
置

イ

第
十
二
条
第
一
項
、
同
条
第
二
項
及
び
第
三
項
（
こ
れ
ら
の
規
定
を
同
条
第
四
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す

る
場
合
を
含
む
。
）
、
第
十
五
条
第
一
項
、
第
三
項
、
第
五
項
、
第
八
項
、
第
十
項
、
第
十
一
項
及
び
第
十
三
項
か

ら
第
十
六
項
ま
で
、
第
十
五
条
の
二
第
一
項
及
び
第
二
項
、
第
十
五
条
の
三
第
一
項
、
第
二
項
（
同
条
第
七
項
の
規

定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
及
び
第
三
項
、
第
十
八
条
第
一
項
及
び
第
三
項
か
ら
第
六
項
ま

で
、
第
三
十
七
条
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
及
び
第
四
項
（
第
四
十
二
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含

む
。
）
、
第
四
十
二
条
第
一
項
、
第
六
十
三
条
の
三
第
一
項
及
び
第
四
項
並
び
に
第
六
十
三
条
の
四
の
規
定

ロ

第
二
十
六
条
第
二
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
第
十
九
条
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
、
第
五
項
及
び
第
七

項
、
第
二
十
条
第
一
項
か
ら
第
六
項
ま
で
及
び
第
八
項
、
第
二
十
一
条
、
第
二
十
二
条
、
第
二
十
四
条
の
二
並
び
に

第
二
十
五
条
第
四
項
の
規
定

ハ

第
二
十
六
条
第
二
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
第
二
十
三
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
十
六
条
の
三
第
五
項

及
び
第
六
項
（
感
染
症
法
第
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
健
康
診
断
の
勧
告
及
び
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
健

康
診
断
の
措
置
に
係
る
部
分
を
除
く
。
）
の
規
定



ニ

第
四
十
四
条
の
三
第
二
項
及
び
同
条
第
四
項
か
ら
第
八
項
ま
で
（
こ
れ
ら
の
規
定
を
第
五
十
条
の
二
第
四
項
に
お

い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定

ホ

第
四
十
六
条
第
一
項
か
ら
第
五
項
ま
で
及
び
第
七
項
、
第
四
十
七
条
、
第
四
十
八
条
、
第
四
十
九
条
に
お
い
て
準

用
す
る
第
十
六
条
の
三
第
五
項
及
び
第
六
項
、
第
四
十
九
条
の
二
に
お
い
て
準
用
す
る
第
二
十
四
条
の
二
、
第
五
十

条
の
二
第
二
項
並
び
に
第
五
十
一
条
第
一
項
（
感
染
症
法
第
四
十
六
条
第
一
項
、
第
三
項
若
し
く
は
第
四
項
、
第
四

十
七
条
又
は
第
四
十
八
条
第
一
項
若
し
く
は
第
四
項
に
規
定
す
る
措
置
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
の
規
定

第
三
条
第
二
十
号
ホ
中
「
感
染
症
の
予
防
及
び
感
染
症
の
患
者
に
対
す
る
医
療
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
年
法
律
第
百
十

四
号
。
第
五
条
の
三
に
お
い
て
「
感
染
症
法
」
と
い
う
。
）
」
を
「
感
染
症
法
」
に
改
め
る
。

第
四
条
の
次
に
次
の
四
条
を
加
え
る
。

（
都
道
府
県
知
事
に
よ
る
市
町
村
長
の
事
務
の
代
行
）

第
四
条
の
二

災
害
対
策
基
本
法
施
行
令
第
三
十
条
第
二
項
及
び
第
三
項
の
規
定
は
、
法
第
二
十
六
条
の
二
第
二
項
の
規
定

に
よ
る
都
道
府
県
知
事
に
よ
る
市
町
村
長
の
事
務
の
代
行
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

（
市
町
村
等
の
事
務
の
委
託
の
手
続
）



第
四
条
の
三

災
害
対
策
基
本
法
施
行
令
第
二
十
八
条
の
規
定
は
、
法
第
二
十
六
条
の
五
（
法
第
三
十
八
条
第
一
項
の
規
定

に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
る
市
町
村
の
事
務
又
は
市
町
村
の
長
そ
の
他
の
執
行
機
関

の
権
限
に
属
す
る
事
務
の
委
託
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

（
職
員
の
派
遣
の
要
請
の
手
続
）

第
四
条
の
四

災
害
対
策
基
本
法
施
行
令
第
十
五
条
の
規
定
は
、
法
第
二
十
六
条
の
六
第
一
項
（
法
第
三
十
八
条
第
一
項
の

規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
る
職
員
の
派
遣
の
要
請
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

（
特
定
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
派
遣
手
当
及
び
職
員
の
身
分
取
扱
い
）

第
四
条
の
五

法
第
二
十
六
条
の
八
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
災
害
対
策
基
本
法
第
三
十
二
条
第
一
項
の
特
定
新
型

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
派
遣
手
当
及
び
法
第
二
十
六
条
の
七
（
法
第
三
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適

用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
り
指
定
行
政
機
関
、
指
定
地
方
行
政
機
関
又
は
法
第
三
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に

よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
法
第
二
十
六
条
の
六
第
一
項
に
規
定
す
る
特
定
指
定
公
共
機
関
か
ら
派
遣
さ
れ
る
職
員
の
身

分
取
扱
い
に
つ
い
て
は
、
災
害
対
策
基
本
法
施
行
令
第
十
七
条
か
ら
第
十
九
条
ま
で
の
規
定
の
例
に
よ
る
。

第
五
条
の
五
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。



（
法
第
三
十
一
条
の
六
第
三
項
の
政
令
で
定
め
る
事
項
）

第
五
条
の
六

法
第
三
十
一
条
の
六
第
三
項
の
政
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一

当
該
者
が
行
う
事
業
の
属
す
る
業
態
に
お
け
る
感
染
症
患
者
等
の
数
、
感
染
症
患
者
等
の
う
ち
同
一
の
事
実
に
起
因

し
て
感
染
し
た
者
の
数
そ
の
他
の
感
染
症
患
者
等
の
発
生
の
状
況
又
は
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
の
発
生
の
動
向
若
し

く
は
原
因

二

当
該
者
が
事
業
を
行
う
場
所
に
お
け
る
同
一
の
事
実
に
起
因
し
て
感
染
す
る
者
が
生
ず
る
お
そ
れ
の
程
度

三

当
該
者
に
つ
い
て
の
法
第
三
十
一
条
の
六
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
要
請
に
係
る
措
置
の
実
施
状
況

四

当
該
者
が
事
業
を
行
う
場
所
の
所
在
す
る
法
第
三
十
一
条
の
六
第
一
項
の
都
道
府
県
知
事
が
定
め
る
区
域
に
お
い
て

法
第
三
十
一
条
の
四
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
公
示
さ
れ
る
同
項
第
一
号
に
掲
げ
る
期
間
が
終
了
す
る
日

第
七
条
か
ら
第
十
条
ま
で
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
七
条
か
ら
第
十
条
ま
で

削
除

第
十
三
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

（
法
第
四
十
五
条
第
三
項
の
政
令
で
定
め
る
事
項
）



第
十
三
条

法
第
四
十
五
条
第
三
項
の
政
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一

当
該
施
設
と
同
種
の
施
設
に
お
け
る
感
染
症
患
者
等
の
数
、
感
染
症
患
者
等
の
う
ち
同
一
の
事
実
に
起
因
し
て
感
染

し
た
者
の
数
そ
の
他
の
感
染
症
患
者
等
の
発
生
の
状
況
又
は
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
の
発
生
の
動
向
若
し
く
は
原
因

二

当
該
施
設
に
お
け
る
同
一
の
事
実
に
起
因
し
て
感
染
す
る
者
が
生
ず
る
お
そ
れ
の
程
度

三

当
該
施
設
管
理
者
等
に
つ
い
て
の
法
第
四
十
五
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
要
請
に
係
る
措
置
の
実
施
状
況

四

当
該
施
設
の
所
在
す
る
都
道
府
県
に
お
い
て
法
第
三
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
公
示
さ
れ
る
同
項
第
一
号
に

掲
げ
る
期
間
が
終
了
す
る
日

第
二
十
九
条
中
「
第
八
条
」
を
「
第
四
条
の
三
」
に
改
め
る
。

（
内
閣
官
房
組
織
令
の
一
部
改
正
）

第
二
条

内
閣
官
房
組
織
令
（
昭
和
三
十
二
年
政
令
第
二
百
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
六
条
第
三
項
中
「
六
十
四
人
」
を
「
七
十
一
人
」
に
改
め
、
同
項
た
だ
し
書
中
「
四
十
人
」
を
「
四
十
六
人
」
に
改
め

る
。第

七
条
第
一
項
中
「
内
閣
総
務
官
室
、
」
の
下
に
「
内
閣
感
染
症
危
機
管
理
統
括
庁
、
」
を
加
え
、
同
条
中
第
四
項
を
第



五
項
と
し
、
第
三
項
を
第
四
項
と
し
、
第
二
項
を
第
三
項
と
し
、
第
一
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

２

前
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
内
閣
総
務
官
室
等
又
は
内
閣
人
事
局
に
属
し
な
い
内
閣
審
議
官
は
、
臨
時
に
命
を
受

け
、
感
染
症
に
係
る
危
機
管
理
に
関
す
る
事
務
に
つ
い
て
、
内
閣
法
第
十
七
条
第
三
項
の
命
を
受
け
た
内
閣
官
房
副
長
官

補
を
助
け
、
内
閣
感
染
症
危
機
管
理
統
括
庁
の
事
務
の
処
理
に
協
力
す
る
。

第
八
条
第
三
項
中
「
九
十
一
人
」
を
「
百
四
人
」
に
改
め
、
同
項
た
だ
し
書
中
「
二
十
二
人
」
を
「
三
十
二
人
」
に
改
め

る
。第

九
条
中
第
四
項
を
第
五
項
と
し
、
第
三
項
を
第
四
項
と
し
、
第
二
項
を
第
三
項
と
し
、
第
一
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加

え
る
。

２

前
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
内
閣
総
務
官
室
等
又
は
内
閣
人
事
局
に
属
し
な
い
内
閣
参
事
官
は
、
臨
時
に
命
を
受

け
、
感
染
症
に
係
る
危
機
管
理
に
関
す
る
事
務
に
つ
い
て
、
内
閣
法
第
十
七
条
第
三
項
の
命
を
受
け
た
内
閣
官
房
副
長
官

補
を
助
け
、
内
閣
感
染
症
危
機
管
理
統
括
庁
の
事
務
の
処
理
に
協
力
す
る
。

附
則
第
四
項
を
削
る
。

附
則
第
五
項
中
「
九
十
一
人
」
を
「
百
四
人
」
に
、
「
九
十
人
」
を
「
百
三
人
」
に
、
「
二
十
二
人
」
を
「
三
十
二
人
」



に
、
「
二
十
一
人
」
を
「
三
十
一
人
」
に
改
め
、
同
項
を
附
則
第
四
項
と
し
、
附
則
第
六
項
を
削
る
。

（
地
方
公
務
員
等
共
済
組
合
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
三
条

地
方
公
務
員
等
共
済
組
合
法
施
行
令
（
昭
和
三
十
七
年
政
令
第
三
百
五
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す

る
。第

五
条
第
一
項
第
三
号
中
「
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
緊
急
事
態
派
遣
手
当
」
を
「
特
定
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策

派
遣
手
当
」
に
改
め
る
。

（
行
政
機
関
職
員
定
員
令
の
一
部
改
正
）

第
四
条

行
政
機
関
職
員
定
員
令
（
昭
和
四
十
四
年
政
令
第
百
二
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
第
一
項
の
表
内
閣
の
機
関
の
項
中
「
一
、
三
八
四
人
」
を
「
一
、
四
一
二
人
」
に
改
め
、
同
表
合
計
の
項
中
「
三

〇
四
、
一
〇
八
人
」
を
「
三
〇
四
、
一
三
六
人
」
に
改
め
る
。

（
行
政
機
関
の
保
有
す
る
情
報
の
公
開
に
関
す
る
法
律
施
行
令
及
び
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
法
律
施
行
令
の
一
部
改

正
）

第
五
条

次
に
掲
げ
る
政
令
の
規
定
中
「
内
閣
総
務
官
」
の
下
に
「
、
内
閣
感
染
症
危
機
管
理
監
」
を
加
え
る
。



一

行
政
機
関
の
保
有
す
る
情
報
の
公
開
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
平
成
十
二
年
政
令
第
四
十
一
号
）
第
十
五
条
第
一
項

二

個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
平
成
十
五
年
政
令
第
五
百
七
号
）
第
三
十
二
条
第
一
項

（
職
員
の
退
職
管
理
に
関
す
る
政
令
の
一
部
改
正
）

第
六
条

職
員
の
退
職
管
理
に
関
す
る
政
令
（
平
成
二
十
年
政
令
第
三
百
八
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
五
条
第
一
項
第
二
号
中
「
内
閣
総
務
官
」
を
「
内
閣
感
染
症
危
機
管
理
対
策
官
、
内
閣
総
務
官
」
に
改
め
る
。

「
内
閣
総
務
官
室

別
表
第
一
内
閣
官
房
の
項
中
「
内
閣
総
務
官
室
」
を

に
改
め
る
。

内
閣
感
染
症
危
機
管
理
統
括
庁
」

（
内
閣
法
制
局
設
置
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
七
条

内
閣
法
制
局
設
置
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
七
年
政
令
第
二
百
九
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
中
「
内
閣
官
房
内
閣
人
事
局
」
を
「
内
閣
官
房
（
内
閣
感
染
症
危
機
管
理
統
括
庁
及
び
内
閣
人
事
局
に
限

る
。
）
」
に
改
め
る
。

第
三
条
の
二
中
「
主
と
し
て
」
の
下
に
「
内
閣
官
房
内
閣
感
染
症
危
機
管
理
統
括
庁
、
」
を
加
え
る
。

附

則



（
施
行
期
日
）

第
一
条

こ
の
政
令
は
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
特
別
措
置
法
及
び
内
閣
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
の
日

（
令
和
五
年
九
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

（
地
方
自
治
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
二
条

地
方
自
治
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
二
年
政
令
第
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
第
一
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
特
別
措
置
法
施
行
令
（
平
成
二
十
五
年
政
令
第
百
二
十
二
号
）
の
項
中
「
第
八

条
」
を
「
第
四
条
の
三
」
に
改
め
る
。

（
感
染
症
の
予
防
及
び
感
染
症
の
患
者
に
対
す
る
医
療
に
関
す
る
法
律
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
政

令
の
整
備
等
に
関
す
る
政
令
の
一
部
改
正
）

第
三
条

感
染
症
の
予
防
及
び
感
染
症
の
患
者
に
対
す
る
医
療
に
関
す
る
法
律
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関

係
政
令
の
整
備
等
に
関
す
る
政
令
（
令
和
五
年
政
令
第
百
九
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
中
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
特
別
措
置
法
施
行
令
第
三
条
第
二
十
号
ホ
の
改
正
規
定
を
削
る
。

（
退
職
手
当
審
査
会
令
の
一
部
改
正
）



第
四
条

退
職
手
当
審
査
会
令
（
平
成
二
十
六
年
政
令
第
百
九
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
六
条
中
「
第
九
条
第
三
項
」
を
「
第
九
条
第
四
項
」
に
改
め
る
。



理

由

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
特
別
措
置
法
及
び
内
閣
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
い
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
等
対
策
特
別
措
置
法
施
行
令
そ
の
他
の
関
係
政
令
の
規
定
の
整
備
等
を
行
う
必
要
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。


